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を果たすと考えられている。 しかしながら，エナメル芽細胞における形成期，成熟期におけるそ  
れぞれのTJの分布や構成タンパクについてはよく分かっていない。   
本研究はエナメル芽細胞層を介する輸送機構とTJについて着目し，マウス切歯を用いてOLD  
ならびにCLDの発現を免疫組織化学的に調べた。   









ロナール抗体および抗CLD・1からCLD・10までのポリタロナール抗体10種類を用いた。   
一次抗体の反応は室温で4時間行った。二次抗体はCy3で標識された抗体を用い，室温i  























AとS・Aが周期的且つ相互に移行するためと推察された。   
論文審査結果の要 旨   
タイトジャンクション（TJ）は上皮細胞間のバリア構造であり，細胞間隙の輸送制  
御に機能する。TJを構成するタンパクとしてはオクルディン（OLD）とクローディ  
ン（CLD）が知られている。 OLDは上皮細胞のTJに普遍的に存在が，他方CLDは  













た。これらの発現パターンをカルセイン投与により ru皿e・ended ameloblast領域と  
smooth・endeda皿eloblast領域を識別して観察すると，両者に差異は認められなかっ  
た。   







士（歯学）の学位論文として価値あるものと認めた。   
